
第45回日本重症心身障害学会学術集会のご案内
テーマ　「重症児（者）をインクルーシブな世界の光に」

開催日：2019年9月20日（金）～21日（土）
会　場：学会場　9月20日～21日（午前中）
　　　　　　岡山コンベンションセンター（岡山市　岡山駅に隣接）
　　　　　　参加費：事前登録9,000円　当日10,000円
　　　　市民公開講演会　9月21日（午後）
　　　　　　川崎医療福祉大学 川﨑祐宣記念講堂（倉敷市松島）
　　　　　　参加費：無料

 １.学会プログラム
 ◎会長講演：末光　茂（社会福祉法人旭川荘　理事長）
 　「重症児（者）をインクルーシブな世界の光に」
 ◎特別記念講演：加藤　勝信（川崎医療福祉大学客員教授　前厚生労働大臣）
 　「今後の日本の社会保障と重症児（者）施策」
 ◎教育講演　
 　○北住　映二（心身障害児総合医療療育センター　所長）
 　　「気管切開のケアの実施の諸問題－特注カニューレの活用、事故抜去への対応など」　
 　○牛尾　禮子（姫路大学　副学長）
 　　「重症児（者）の家族ケアについて」
 　○高塩　純一（びわこ学園医療福祉センター草津　リハビリテーション課）
 　　「重度障害児・者の支援を再考する。本人さんはどう思ってはるんやろ…」　　　　　
 ◎シンポジウム
 　○「人工呼吸器管理のような高度医療ケア児の学校における看護ケアをどうするか？」
 　　座長：田村　正徳（日本小児在宅医療支援研究会　代表理事
　 　　　　　　　　　　　埼玉医科大学総合医療センター　小児科特任教授）
 　　座長：船戸　正久（大阪発達総合療育センター　副センター長　フェニックス園長）
 　○「国際的視点からみた日本の重症児（者）支援の評価と課題」
 　　座長：松葉佐　正（熊本市子ども発達支援センター　所長）
 　　座長：曽根　翆（東京都立東大和療育センター　リハビリテーション科長）
 　　（スコットランド　オーストラリアから研究者を招待）
 　○「大地震・大雨など大災害時の支援のあり方」
 　　座長：松葉佐　正（熊本市子ども発達支援センター　所長）
 ◎ランチョンセミナー　　◎看護研究応援セミナー　
 ◎一般演題　口演・ポスターセッション　　◎自主シンポジウム

 ２.市民公開講演
 ◎ファッションショー「気軽に街に出かけよう」（重症児（者）・中国デザイン専門学校学生）
 ◎特別講演　「医療的ケア児の母親として」
 　　　　　　野田　聖子（前総務大臣）
 ◎シンポジウム「インクルーシブな地域の創生」
 　　　　　　　  ・座長：阪本　文雄（山陽新聞社会事業団　専務理事）
 　　　　　　　  ・自治体の長（交渉中）
 　　　　　　　  ・黒住　宗晴（旭川荘友の会　副会長　黒住教六代教主）
 　　　　　　　  ・伊原木　奈美（旭川児童院ボランティア友の会　会長）
 　　　　　　　  ・佐藤　恵美子（NPO法人ゆずり葉の会　理事長）


